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- メソポタミアの紀元前 3千年紀における玉座の研究 - 
 
“Kata” and “Katachi” of the Throne 












































































第 2章 姿勢と形態的研究 
 
第 2章では,メソポタミアの時代を約 500年毎に区分する編年方式(Collon,D.1987 )のも






現があるが, 1 期の印章図像に本格的な銘文がなく,スツールも特別な人物の席にとどまる。 
2期(前 3000 年－前 2334 年)は都市国家の時代で,メソポタミア南部を中心に都市毎に独
立した国家と王権が相次いで発展し,特別な地位にある人物がもつ印章は,饗宴図や動物闘
争図の主題のもと座像に銘文が加わる。  






























こうした玉座の「カタ」と「カタチ」は 4期以降に充実期にむかい,とりわけ 6期(前 1000
～500 年)の新アッシリア帝国の玉座は,足台,基壇を常に備えた玉座になり,天に通じる階
段の役目を意識した足台とともに玉座が天に向かう神殿のようにそびえ独立する玉座とな
り,以降,直接的,間接的に各地の玉座に影響を及ぼす。 
本論考は,玉座の「カタ」と「カタチ」を通して,古代メソポタミアの王権思想と姿勢観と
が不可分に結びついていたことを明らかにする。古代王権の統治原理は単に政治の仕組みだ
けでなく,玉座の形態とそこに座する姿勢観に託された象徴性にもあった。それは従来の王
権論や政治史,あるいは美術史が看過してきた点でもある。 
本論考の学問的意義は,まさにこの点にある。さらに本論考が有する社会的意義は,古代の
姿勢観と物質文明観を考察し現代社会に生きる我々の期待する効率的生活,経済的な物質
文明の獲得の対極に位置する起居の文化的希少性と価値観を示す意義がある。 
